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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
基礎(1)と、この基礎(1)の上面に固定された土台(2)と、土台(2)に一定の間隔で垂直に固
定される柱(3)と、この柱(3)に固定される梁(4)と、互いに隣接して固定される２本の柱(
3)の間に設けられる方形状の壁面スペース(5)に固定される壁面パネル(6)とを備え、
柱は、壁面スペース(5)面に位置して、室外側の約半分に柱凸条(7)を有し、
壁面パネル(6)は、室外側の約半分に、固定凸条(8)を有し、柱凸条(7)と固定凸条(8)とを
互いに隣接させて平行に嵌着させる状態で、壁面パネル(6)が壁面スペース(5)に嵌入でき
る構造に形成しており、
さらに、壁面パネル(6)は、室外側の表面に構造用合板(9)を固定して、室内側には室内側
ボード(10)を固定しており、構造用合板(9)を固定している室外側の幅は、柱凸条(7)の内
幅よりも多少狭く形成され、室内側ボード(10)の幅は、壁面パネル(6)を柱(3)に固定した
状態で柱(3)の中心まで延長させる幅に形成されており、
壁面パネル(6)が壁面スペース(5)に嵌入された状態で、室内側ボード(10)と固定凸条(8)
とを貫通して、柱凸条(7)に向かってネジをねじ込み、あるいは釘を打ち込んで、壁面パ
ネル(6)が壁面スペース(5)に固定されてなる木造建物。
【請求項２】
室内側ボード(10)が石膏ボードである請求項１に記載される木造建物。
【請求項３】
柱(3)に角材を釘止して、柱(3)に柱凸条(7)を設けている請求項１に記載される木造建物
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、木造建物の改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】
木造建物は、基礎と土台に、柱や梁を固定して壁を構築する軸組工法の建物と、工場で製
造されたパネルを組み立てて壁を構築するツーバイフォー建物とがある。軸組工法の建物
は、土台や柱や梁からなる建物躯体を構築した後、柱の間に下地材を現場で固定し、この
下地材に外壁や内壁を固定して施工される。現場で施工して、種々の構造の壁を構築する
ので、専門的な技術を必要とする。このため、専門の技術者である大工が施工しているの
が実状であ。
【０００３】
これに対してツーバイフォーの建物は、工場で製造されたパネルを連結して壁を構築する
ので、軸組工法の建物に比較すると、壁を構築するのが簡単にできる。このため、パネル
を組み立てることのみを専門とする通称「フレーマー」と呼ばれる技術者が施工する。フ
レーマーは、パネルの組み立てのみをする技術者であって、大工のように建物を完全に仕
上げる技術者ではない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
以上のように、ツーバイフォーの建物は、軸組工法の建物に比較して簡単に構築できる特
長がある。しかしながら、ツーバイフォーの建物は、軸組工法の建物に比較すると、耐震
性に問題がある。それは、ツーバイフォーの建物が、地震の少ない外国で開発された工法
であるからである。ツーバイフォーの建物は、パネル自体の強度が不足するために、耐震
性が弱くなるのではない。パネルを連結する構造を十分な強度にすることが難しく、この
ことが建物の耐震性を低下させる。
【０００５】
軸組工法の建物は、ツーバイフォーの建物に比較すると耐震性を向上できる特長はあるが
、施工には、極めて高度な専門の技術のある「大工」が施工する必要がある。大工は、建
物を組み立てて完成させる高度な技術を有する専門技術者である。このため、技術の修得
に極めて長い年月を必要とする。困ったことに、近年は、大工の数が急激に減少して高齢
化がすすんでいるのが実状である。このため、大工のような専門的な技術を要することな
く、施工できる建物が切望されている。
【０００６】
さらに、軸組工法の建物は、壁を現場で施工するために、壁内に内蔵する断熱材等を理想
的な状態で固定するのが、実際には極めて難しい。断熱材は、壁の内部の決められた位置
に、隙間ができないように固定する必要がある。しかしながら、実際に現場で断熱材を固
定する場合、パネルを工場で生産して内部に断熱材を固定するように、正確に固定できな
い。このため、現場施工して構築される軸組の建物は、施工する大工の技術レベル等で、
全ての場合において、理想的な状態で構築できない欠点がある。
【０００７】
本発明は、このような欠点を解決することを目的に開発されたものである。本発明の重要
な目的は、軸組工法とツーバイフォーの建物の両方の特長を備える木造建物を提供するこ
とにある。
【０００８】
さらに、本発明の木造建物は、工場生産した壁面パネルを簡単かつ容易に、しかも確実に
建物躯体に固定できる木造建物を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
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本発明の木造建物は、基礎１と、この基礎１の上面に固定された土台２と、土台２に一定
の間隔で垂直に固定される柱３と、この柱３に固定される梁４と、互いに隣接して固定さ
れる２本の柱３の間に設けられる方形状の壁面スペース５に固定される壁面パネル６とを
備える。
【００１０】
柱３は、壁面スペース５面に位置して、室外側の約半分に柱凸条７を有する。壁面パネル
６は、室外側の約半分に、固定凸条８を有し、柱凸条７と固定凸条８とを互いに隣接させ
て平行に嵌着させる状態で、壁面パネル６が壁面スペース５に嵌入できる構造に形成して
いる。
【００１１】
さらに、壁面パネル６は、室外側の表面に構造用合板９を固定して、室内側には室内側ボ
ード１０を固定している。壁面パネル６の構造用合板９を固定している室外側の幅は、柱
凸条７の内幅よりも多少狭く形成され、室内側ボード１０の幅は、壁面パネル６を柱３に
固定した状態で柱３の中心まで延長させる幅に形成されている。
【００１２】
壁面パネル６を壁面スペース５に嵌入した状態で、室内側ボード１０と固定凸条８とを貫
通して、柱凸条７に向かってネジをねじ込み、あるいは釘を打ち込んで、壁面パネル６を
壁面スペース５に固定している。
【００１３】
本発明の請求項２の木造建物は、室内側ボード１０に石膏ボードを使用し、また、請求項
３の木造建物は、柱３に角材を釘止して、柱３に柱凸条７を設けている。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。ただし、以下に示す実施例は、本発明
の技術思想を具体化するための木造建物を例示するものであって、本発明は木造建物を下
記のものに特定しない。
【００１５】
さらに、この明細書は、特許請求の範囲を理解し易いように、実施例に示される部材に対
応する番号を、「特許請求の範囲の欄」、および「課題を解決するための手段の欄」に示
される部材に付記している。ただ、特許請求の範囲に示される部材を、実施例の部材に特
定するものでは決してない。
【００１６】
図１に示す垂直断面図と、図２に示す水平断面図に示す木造建物は、基礎１と、この基礎
１の上面に固定された土台２と、土台２に一定の間隔で垂直に固定される柱３と、この柱
３に固定される梁４と、互いに隣接して固定される２本の柱３の間に設けられる方形状の
壁面スペース５に固定される壁面パネル６とを備える。
【００１７】
柱３は、図２の断面図に示すように、壁面スペース５面に位置して、室外側の約半分に柱
凸条７を有する。この図において、柱凸条７は、２本の柱３の対向面であって上半分に設
けられる。柱凸条７は、柱３に沿って角材を固定して設けられる。角材はネジ止、釘止、
接着等の構造で固定される。角材は壁面パネル６を固定する前に固定されるので、図の鎖
線で示すように、角材を貫通して柱３に向かってネジをねじ込み、あるいは釘を打ち込ん
で固定される。図１に示す木造建物は、梁４と床にも角材を固定している。壁面パネル６
の上縁を梁４に固定し、下縁を床に固定するためである。ただ、本発明の木造建物は、壁
面パネル６の両側のみを柱３に固定して壁を構築することもできる。
【００１８】
柱凸条７の幅は、柱３の太さの約半分である。柱凸条７の幅は、必ずしも正確に柱３太さ
の半分とする必要はない。半分よりも多少狭い柱凸条７であっても、また、半分よりも多
少幅の広い柱凸条７であっても、壁面パネル６を確実に固定できるからである。柱凸条７
の幅を狭くすると、壁面パネル６の固定凸条８の幅を広くできる。柱凸条７と固定凸条８
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との幅の和を柱３の太さとしているからである。したがって、柱凸条７を広くすると、固
定凸条８を狭くする必要があり、反対に柱凸条７を狭くすると固定凸条８を広くできる。
柱凸条７と固定凸条８は、幅が狭くなると強度が低下する。このことから、柱凸条７と固
定凸条８とを同じ幅にして、いいかえると、柱３の半分にして、両方の強度を十分に強く
して、壁面パネル６を柱３に固定するのが理想である。ただし、一方の幅が柱３の太さよ
りも多少狭くても、また広くても壁面パネル６を柱３に固定できる。したがって、本明細
書において、柱３の半分とは、柱３の太さを１００とするとき、この４０～６０％の範囲
を含む意味に使用する。
【００１９】
壁面パネル６は、室外側の約半分に、固定凸条８を有し、柱凸条７と固定凸条８とを互い
に隣接させて平行に嵌着させる状態で、壁面パネル６が壁面スペース５に嵌入できる構造
に形成されている。
【００２０】
図に示す壁面パネル６は、方形状に枠組みした枠材に、室外側の表面には構造用合板９を
固定し、室内側には室内側ボード１０を固定している。枠材は、一定の間隔で柱３を固定
している。壁面パネル６は、図１と図２の矢印で示すように、室内側から柱３の間に嵌入
して固定する。したがって、構造用合板９を固定している室外側の幅は、柱凸条７の内幅
よりも多少狭く形成している。構造用合板９は枠材の外側縁に沿う形状に裁断している。
また、枠材の外形も、柱凸条７の内側幅よりも多少狭くしている。
【００２１】
枠材の室内側に固定される室内側ボード１０は、柱３に固定する状態で、隣接する壁面パ
ネル６の室内側ボード１０に対して隙間ができないように、柱３に固定した状態で柱３の
中心まで延長される幅に形成している。
【００２２】
図１に示す壁面パネル６は、上縁を梁４に固定する柱凸条７に固定し、下縁を床に固定す
る柱凸条７に固定する。このため、この図の壁面パネル６は、上縁と下縁に固定凸条８を
設けて、梁４に固定する柱凸条７と、床に固定する柱凸条７とに嵌入できる構造としてい
る。
【００２３】
図の壁面パネル６は、枠材の外側面であって、室内側に遍在して角材を固定して固定凸条
８を設けている。柱凸条７と固定凸条８に使用する角材に、同じ厚さの幅のものを使用す
ると、柱凸条７と固定凸条８とを柱３の太さの半分にできる。
【００２４】
この構造の壁面パネル６は、断熱特性を改善するために、構造用合板９と室内側ボード１
０との間に断熱材１２を固定している。さらに、室内側ボード１０の内面には、プラスチ
ックシート１１を張設している。プラスチックシート１１には、たとえば、ポリスチレン
発泡シートが最適である。ここにプラスチックシート１１を張設する壁面パネル６は、水
分の透過を阻止して、壁面パネル６の内部の結露を有効に防止できる。
【００２５】
さらに、図示しないが、壁面パネル６の内部には、あらかじめ、電気線や電話線を配線す
るための配管（図示せず）を固定している。この構造の壁面パネル６は、柱３に固定した
後、配管に電気線や電話線を挿通して便利に配線できる特長がある。
【００２６】
この構造の壁面パネル６は、基礎１と土台２と柱３と梁４を構築した後、図１と図２の矢
印で示すように、室内側から柱３の間の壁面スペース５に嵌入して、室内側ボード１０と
固定凸条８とを貫通して、柱凸条７に向かってネジをねじ込み、あるいは釘を打ち込んで
、柱３と梁４と床とに固定される。
【００２７】
【発明の効果】
本発明の木造建物は、軸組工法とツーバイフォーの建物の両方の特長を備える。すなわち
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、優れた耐震性に加えて、ツーバイフォーの建物のように、工場生産された壁面パネルを
柱の間の壁面スペースに固定して、能率よく壁を構築できる。それは、本発明の木造建物
が、工場生産された壁面パネルを柱の間に嵌入し、この状態で、室内側ボードや固定凸条
を貫通するように、ネジや釘で壁面パネルを柱等に固定して壁を構築できるからである。
【００２８】
さらに、本発明の木造建物は、工場生産した壁面パネルを簡単かつ容易に、しかも確実に
建物躯体に固定できる特長も実現される。ツーバイフォーの建物は、壁面パネルを連結し
て壁面を構築するので、壁面パネルへの連結に手間がかかるが、本発明の木造建物は、柱
の間にできる壁面スペースに壁面パネルを固定するので、壁面パネルの固定は、ツーバイ
フォーの建物よりも更に簡単になる。そして、壁面パネルは工場で生産するので、断熱材
等を正確に理想的な状態で固定できる特長もある。さらに、工場生産される壁面パネルは
、能率よく安価に多量生産できるので、理想的な壁面の木造建物を、低コストに構築でき
る特長も実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の木造建物を示す縦断面図
【図２】本発明の実施例の木造建物を示す水平断面図
【符号の説明】
１…基礎
２…土台
３…柱
４…梁
５…壁面スペース
６…壁面パネル
７…柱凸条
８…固定凸条
９…構造用合板
１０…室内側ボード
１１…プラスチックシート
１２…断熱材
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